
富士市・「まちづくり交流会」

全26地区のまちづくり協議会が一堂に会した「まちづくり交流会」を初めて開催！

静岡県内市町の地域コミュニティ・協働事例

平成30年２月７日

編集後記
雲南市が元祖の「自慢大会」ですが、テーマを分けて議論しているのは富士市のオリジナル。

新しい試みが盛りだくさんの会でした。来年も楽しみですね！

富士市では、平成28年11月に「富士市地区まちづくり活動推進条例」（富士市まちづくり条例）を
施行し、地区まちづくり協議会による「まちづくり活動」を進めています。
今回初めて、全26地区のまちづくり協議会同士の取組事例の展示や発表をし合う「まちづくり交

流会～26地区のまちづくり大収穫祭～」が開催されましたのでお伝えします！

「ふじさんめっせ」に入ると、大きなステージの
ほかに、沢山のパネルが・・・
各まちづくり協議会の活動について書かれて

います。各地区がそれぞれの地域の実情に合
った活動をしている様子がよくわかります。

議論の後、「まちづくり未来会議」に参加してい
る高校生から、議論を聞いた感想を発表しても
らうという工夫もありました！

ステージ

広い会場を４つにゾーニングして、その色ごと
にテーマを決めて議論が行われました。
赤は円滑なまちづくり協議会の運営、青は地区

の魅力向上の方法など、テーマを絞ることで意
見が拡散せず、集中して議論がなされていまし
た。

４色の部分に
椅子を円形に
置いて議論

水色の部分は
活動を知らせる
パネルです！

最初はコーディネーターさんが進めていました
が、だんだん意見が増えていきました。
「こんな工夫をしている」「うちはこうやっている」
という情報（自慢）が活発に交換されました！


